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このページについてのお問い合わせ
東区総務企画課広聴係　2741-2400
参考文献：丘珠獅子舞百年のあゆみ

　前田さんが獅子舞を始めたのは小学校2年生の時。
獅子連中の一員だった父親に連れられて練習に参加し
たのがきっかけでした。
　少年期は獅子取りとし
て活躍。現在は獅子頭振
りのリーダーとして舞を
盛り上げるほか、後進の
育成にも力を入れています。
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獅子頭の歴史

←迫力の舞で観客を魅了
　（昨年の丘珠神社例祭）

丘珠連合町内会
会長
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司
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札幌市無形文化財
丘珠獅子舞保存会
獅子頭長
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以前は祝日だった丘珠神社
例祭ですが、今は平日の年
が多くなりました。保存会
の皆さんは忙しい中スケジ
ュールを調整し、伝統芸能
の継承に尽力しています。
地域に根ざす伝統は、今も
変わらず地域の人々の努力
で守られています。

昔も今も、丘珠獅子舞には
地域をまとめる力がありま
す。そして幅広い年代の仲
間に出会わせてくれました。
原型を引き継ぐ貴重な伝統
芸能を、後世にも伝えてい
きたいです。

初代獅子頭

1892（明治25）年～
1902（同35）年　活躍

丘珠小学校　郷土資料室
東区丘珠町593

2代目獅子頭

1902（明治35）年～
1965（昭和40）年　活躍

札幌村郷土記念館
東区北13条東16丁目

4代目獅子頭

1965（昭和40）年～   
1990（平成 2）年　活躍

丘珠ふれあいセンター
東区丘珠町183-2

3代目獅子頭

1958（昭和33）年新調。
小型のためカヤの大きさと
釣り合いが取れず、同年の
み使用。練習用として現在
も活躍中。

5代目獅子頭

1990（平成 2）年～
現在も活躍中

初代から現在使用中の獅子頭まですべてが現存し、その由来が明確であるのは全国的にも希少である。
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十
一
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午
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三
時
三
十
分

↑獅子頭の持ち方を指導

今月の「まちづ
くりびと（Ｐ8）」
は、保存会の
山田会長です。


